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〈 要 約 〉

新学習指導要領では 「伝え合 う力」 の育成が国語科の 目標の第一に挙 げ られて い

る。現代社会 においては、伝達 内容や手段が多岐にわた り、それ に応 じた伝え合 う

力を高め ることが必要である。「伝え合 う力」 を育てるためには、 自分の確かな意

見 をもち、 これ を的確 に表現で きる学習活動 が重要である。

本研 究は、書 く活動 をとお して互 いの考 えを尊重 しなが ら言葉で伝え合 う能 力を

育成する指導 の在 り方 を究明するため、①言語活動例 を基 にした単元 の開発 ②書

くことの基礎 的 ・基本的な 力の明確化 ③伝え合 う学習活動 の工夫の3点 に視点 を

あて研究 した ものである。
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1全 体研究主題及び基本的な考え方

全体研究主題

言 葉 を 大 切 に し 、 伝 え 合 う 子 を 育 て る 指 導 の 工 夫

一 書 く活動をとお して 一

1研 究主題設定の理 由

情報化 ・国際化社会 を迎え、子 どもたちを取 り巻 く環境 は大き く変わろ うと している。 こう

した社会にお いて、今 まで以上 に"人 とのかかわ り"が 問われてお り、社会 の変化 とともに良

好な人間関係 を築 いていかれ る児童の育成が求 め られて いる。

平成14年 度か ら実施 される新学習指導要領では、言語の教育 としての立場 を一層重視 し、

国語 を適切に表現 し正確 に理解す る能力の育成 とともに 「伝え合 う力」 を高めることが示 され

た。 この 「伝 え合 う力」は、人間と人間 との関係の中で、互 いの立場や考 えを尊重 しなが ら、

言語 を通 して適切 に表現 した り理解 した りす る力であ り、 これか らの情報化 ・国際化の社会で

生きて働 く国語の力 として、豊かな人間形成に資す る国語科の重要な内容で ある。

「伝え合う力」 を高める学習 にお いては、音声言語 と文字言語のそれぞれ のね らいに即 した

取 り組みが必要であ る。特 に文字言語を とお した学習活動では、書 くことで考 えを確かめ、書

いた ものをもとに交流 し振 り返 りなが ら考 えを深 める ことができる。 また、様 々な考え を取 り

入れ書き続 けることで新たな考 えを生む という反復 的 ・継続的な思考がなされ 、自己の言葉 を

見つめなが ら 「伝 え合 う力」 を高めていくこともで きる。

そ こで、従来か ら 「伝え合 う力」 を高めるとい うと音声言語 に偏 りがちであった指導 を、本

研究では 「言葉 を大切 にし伝 え合 う子を育て る」視点 で 「書 くことをとお して」進めてい くこ

とにした。つ ま り、相手意識 ・目的意識 をもって 自分 の考 えを明確 に書いたものをとお して、

伝えた り考 えを受け止めた りで きる子 ども、書 くことで 自分の思 いや考えをもち、進んで人 と

かかわろうとする子 どもの育成 を目指 したのである。

実態調査を見 る と書 くことが嫌いな子 どもた ちは 「何 を」 「どのように」書いて よいのかが

分か らないことを理 由に挙 げて いる。また、書いた ことが生かされた経験が少な く、 自分の思

いを伝 えて いこうとい う意識が育 っていな い子 どもも多 くいる。 このことか ら、書 くことの基

礎 ・基本 を押 さえなが ら多様な書 く活動 を経験させ、相手意識や 目的意識をはっき りもたせ伝

え合 うことのよさや楽 しさを味わわせていくことが大切であ り、 こうした指導 の創意工夫が必

要だ と考 えた。言葉 を大 切にす るとは、基礎的 ・基本的な言葉の力を身 に付 けることであ り、

伝え合 う子 を育てる とは、相互的 に伝 え合 うという人間関係の中で言葉の力を伸 ばし、互 いの

立場や考えを尊重す る心 を育ててい くことである。

以上 のことか ら、研究主題を上記 のように設定 し、本研究 を進め ることとした。
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2研 究主題 に対する基本 的な考 え方 と仮説

研 究主題 の 「言 葉を大 切 にする」 「伝え合 う」及び 「書 く活 動を とお して伝 え合 うよ さ」

について、本研究 では次のよ うにとらえた。

(1)「 言葉を大切 にする」 とは

O相 手や場 、 目的や意図 に応 じて、適切な言葉を選 んで使 うこと。

○ 言葉の正 しい使 い方 を学び、 日常の言語活動に生か して いくこと。

○言葉 に込 め られた相手の気持 ちを考 えること。

○言葉 に関心 をもち、進んでいろいろな言葉を使 い、語 いを豊 かにする こと。

(2)「 伝え合 う」 とは

○相手や 目的 に応 じて、 自分の思 いや考 えが伝 わるように書 くこと。

○相手の思 いや考え を受け止めなが ら読む こと。

○ 相手の思いや考 えに対 して、 自分 の思いや考え を見つめ直 し、広 げた り深 めた りして

進 んで伝 えようとする こと。

○互 いのよさや違 いを認め合い、高め合 うこと。

(3)「 書 く活動 をとお して伝 え合 うよさ」 とは

○ 自分の思 いや考 えを整 理 して明確に した り、深めた りす ることができる こと。

○保存や記録がで きることで、自分を振 り返る ことがで きる こと。

○互 いの思 いや考 えを文字 をとお して じっく りと交流す ることがで きる こと。

○互 いの表現 の違 いに気 付き、自己表現 力を伸ばす ことができる こと。

この ことか ら、研究仮説 を次のよ うに立てた。

研 究仮説

書 く活動 において、 目的や意 図、相手に応 じて適切な言葉 を選 んだ り使 った りして

表現する場 を設定 し、 自分の考 えを伝え合 う学習活動 を工夫する ことによって、言葉

を大切 にし、伝 え合 う子 が育つであろ う。

3研 究の内容

(1)言 語活動例 を基 にした単元 の開発

言語活動例 を基 に しなが ら、子 どもの実態や興味 ・関心等 に合わせて、子 ども自身が主

体 的に取 り組 めるように、5つ の意識 と書 いた ものを生かす伝え合う場 を設定 した単元 の

開発 を行 った。

(2)主 題 に迫 る 「書 くこと」の基礎的 ・基本的な力

「取材 」「構成」 「記述 」「推敲」 「伝 え合 い」 の各段階での学習活動で、 「書 くこと」の

基礎的 ・基本的な力を明確 にし、指導の工夫 を行 った。

(3)伝 え合 う学習活動の工夫

子 どもの 「伝えたい」とい う思 いや願いを大切に しなが ら、伝え合う必然性 をもたせ 、

書 いた もの をとお して伝 え合 いなが ら、認め合い、高め合 う ことがで きる場 と学習活動

の工夫 を行 った。 また 、書 いた ものが生か される ことによる満足感が もて る学習活動 の

工夫も行 った。
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4書 くことを とお して 「伝 え合 う子」

r書 くこと」の

基礎的 ・基本的

なカ
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ll研 究の概要
1研 究の構想

新しい教育観
・r生きるカ」

の育成

東京都教育委員会の教育目標

・互いの人格を尊重 し、思いや りと規範意識のある人間
・社会の一員 として、社会に貢献 しようとする人間
・自ら学び考えて行動する、個性 と創造力の豊かな人間

研 究 主 題

言葉を大切 にし、

伝え合 う子を育てる指導の工夫

書 く活動をとおして

社会的要請
・情報化

・国際化

今 日的教育課題

'国語を適切に表現 し

正確に理解する能力

・伝え合 う力

・思考 力や想 像力及び

豊かな言語感覚

・少子化

・人間関係の

希薄化

児童の実態

教師の願い

目指す児童像
・楽 しみなが ら進んで書 く子

・相手や 目的を考えて書 く子

・書 くことをとお して伝え合 うよさを味わえる子

研 究 仮 説

書 く活動 にお いて、 目的や意図、相手 に応 じて適切な言葉を選んだ り

使 った りして表現する場を設定 し、 自分の考えを伝え合 う学習活動を工

夫する ことによって、言葉を大切 にし、伝え合 う子が育つであろ う。

研 究 の 内 容

言語活動例を基にした単元の開発

○書 いて伝 え合 う楽 しさ、必然性のあ

る もの

○児童にとって身近であ り、興味 ・関

心を生か し、発達段階に合ったもの

05つ の意識を位置付けた単元構成

○書 くことの基礎的 ・基本的なカを、

意図的 ・計画的に位置付けた単元

主題 に迫る書 くことの

基礎的 ・基本的な力

05つ の意識の明確化

○各段階 に応 じた書くことの基

礎的 ・基本的な力の明確化
・取材、選材、記述、推敲
・伝え合 い

○書 くことの基礎的 ・基本的な

力を学習活動 に位置付けた指

導の工夫

伝え合う学習活動

の工夫

○伝え合う場の工夫

○伝え合う活動の工夫

○書いたことを生かす

工夫

低学年分科会
研究主題

言葉に親 しみ、

書くことを楽しみな

がら伝え合う学習活

動の工夫

中学年分科会

研究主題

適切な言葉を選び、

自分の考えを進んで

伝え合う学習活動の

工夫

高学年分科会A・B

研究主題

自分の考えを

効果的に伝え合う

学習活動の工夫

書写分科会

研究主題

文字を大切 にし、

進んで書 く学習活動

の工夫
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2各 分科会の研究の概要

研究主題 目指す児童像 研究仮説

低

学

年

言葉に親 しみ、

書 くことを楽 しみ

なが ら伝 え合 う

学習活動の工夫

○書くことを楽 しむ子

○相手に分かるように

書 く子

○伝え合う活動を楽 しむ

子

○楽 しんで書 くことがで きる場 を

設定 し、書いた ことが役立 った り、

伝 え合 う機会 を もった りす る学習

活動 を工夫すれば、言葉 に親 しみ、

書 く ことを楽 しみなが ら伝 え合 う

子が育つで あろう。

中

学

年

適切な言葉を選び、

自分の考えを

進んで伝え合う

学習活動の工夫

○楽 しみなが ら進んで

書 く子

○ 自分 の考えを、相手に

伝わ るように書 く子

○書 いた ものの内容や

書 き方のよさを認め合

い、次に生かそうとす

る子

○相手 や 目的を明確 に して 、書 く

こ とによ って伝 え合 えて よか った

と思 える学習活 動 を工夫す れ ば、

適 切な 言葉 を選 び、 自分 の考 え を

進 んで伝 え合 う子 が育つであろ う。

高

学

年
A

・

B

自分の考えを

効果的に伝え合う

学習活動の工夫

○伝える相手や目的、意

図を考えなが ら進んで

書 く子

○ 自分の考えや意図を

明確に表現するために

工夫して書く子

○互いの立場や考えを

尊重しながら伝え合う

子

○ 伝 え合 う必 然性 の ある場 を設定

し、書 くこ との基 礎的 ・基本 的な

力 を重 視 した学習 活動 と、伝 え合

う中で 互 いに認 め合い高 め合 う学

習 活動 を工夫す れば、 自分 の考 え

や意 図 を効 果的 に伝 え合 う子 が育

つで あろう。

書

写

文字 を大切にし、

進んで書 く

学習活動の工夫

○ 自分の文字に自信をも

ち、進んで手書きで

表現する子

○文字を通 して伝え合う

ことができる子

○学んだことを日常生活

に生かせる子

○ 自分 の文字が好 き にな り、 自信

が もて る学習活動 を工夫すれ ば、

文 字 を大 切 にし、進 んで書 く子 が

育つであろ う。
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基本的な考え方

〈言葉 に親 しむ〉

○言葉 に関心 をもち、進んで使 うこと。

○言葉の意 味を考えた り、知 ろうとした りす ること。

○言葉のよさに気付き、言葉で表す ことを楽 しむ こと。

〈書 くことを楽 しみなが ら伝 え合 う〉

○何 を、 どのように書 くかが分か り、進んで書 こうとす ること。

○相手を思 い浮かべなが ら、順序が分かるように書 くこと。

○ 自分が書 いた ものを相手 に読んでもらおうとする こと。

○進んで書 き、友達 の表現 も楽 しんで読む こと。

〈適切な言葉 を選ぶ〉

○言葉の意味や 正 しい使 い方 を知 り、進 んで書 こうとす ること。

○よ りよく伝 えるために、読み返 し、言葉 を選ぶ こと。

〈 自分の考えを進 んで伝え合 う〉

○ 自分 の考えを分か りやす く表現 した り、相手の考 えを受け止 め

た りする こと。

○考 えを交流す る ことによって、互いのよさを認 め合 うこと。

〈効果的に〉

05つ の意識 を明確 にもつ こと。

○全体を見通 して、書 く必要のある事柄 を選び整理する こと。

○ 自分の考えが明確 に伝わ るよ うに書 き方を工夫する こと。

○相手や 目的、意図や場面応 じて、よ り適 した言葉を選び使お う

とすること。

○優れた表現 に興 味をもち、 自分 の表現に生かそ うとす ること。

〈伝え合 う〉

○ 相手や 目的を意識 し、 自分の考 えが伝わるよ うに書 くこと。

○相 手の考 えや意 図を理解 しなが ら読む こと。

○相 手の考 えに対 して 自分の考 えをもち、伝えよ うとす ること。

○互 いの考 えのよさや違いを認め合い、高め合 うこと。

〈文字 を大切 にす る〉

○文字の意味や成 り立ち を知 り、語 いを豊か にする こと。

○ 目的 に応 じて、正 しく、読みやす く、適切な速さで書 けるこ

と。

○手書き文字のよ さが分か ること。

○手書き文字 に込め られた思 いを受 け止めること。

○ 目的 に応 じて、正 しく整った文字が書ける こと。

〈進んで書 く〉

○ 自分の文字 に自信をもち、進んで手書 き文字で表現す る こと。

○身に付 けた書写 力を日常生活 に生か していくこと。

研究内容

①単元の開発

・5つ の意識

・内容 ・形式の分類

◇手紙 を書 くこと

(招待状や礼状な ど)

◇調べてまとめる こと

(報告文 ・説明文 ・

意見文な ど)

◇観察 ・経験 した こと

をま とめる こと

(記録 ・報告 ・新 聞

など)

②書 くことの基礎的 ・

基本的な力

・主題 に迫 るための指

導事項

(内容 ・言語事項)
・各段階にお ける学習

活動 に応 じた力の明

確化

③伝え合う学習活動の

工夫

・場の工夫

(相互交流の活動の

設定)
・伝 え合いの工夫

(書 いて伝 え合 うよ

さや楽 しさ、必然

性のある内容)
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3.主 題 に 迫 る 「書 く こ と 」 の 基 礎 的 ・基 本 的 な 力

國

相

手

・
目

的

i・ つ の 意 識1
①だ れ に 1 ②何 の た め に

田

取

材

國

構

成

国

(
低

学

年

主

題

)

言
葉
に
親
し
み

書

く

こ

と
を

楽

し

み

な

が

ら

伝
え
合
う

【 低 学 年 】

団推厳 ・評価

① 書 こ う とす る題 材(知 らせ た い こと 、 書

き た い こ と)に 必 要 な 事柄 を集 め る 。

② し た こ とや 気 付 い た こ と、 自分 の 身 の 回

りの で き ご と を 言 葉 に す る 。

③ 様 々 な 感 覚(目 ・耳 ・鼻 ・ロ ・心 ・頭)

を 使 って 、感 じ取 っ た こと や感 動 した こ

と、 疑 問や 想 像 した こ とを 言 葉 に す る。

① 話 す 経 験 と結 び 付 け 、共 感 した り聞 き 返

した りしな が ら(話 し合 い な どを 通 して)

書 く こ と を決 め る 。

② 伝 えた い こ と(一 番 書 き た い こ と)を

は っ き り させ る。

③ 自 分 の 考 えが 明確 に な る よ う に簡 単 な 組

み 立 て を考 え る。
・ 書 く こ と の順 序 を考 え る。
・ 文 に は は じめ と終 わ りが あ る こ とを 意

識 して 書 く。

① 行 動 や 時 間 の 移 り変 わ り の順 序 が 分 か る

よ う に書 く。

② 事 柄 の 順 序 や 語 と語 、 文 と文 の続 き方 を

考 え て書 く。

③ 主 語 と 述 語 を照 応 させ て 書 く。

④ 習 っ た文 字 を 正 し く書 く.※
・ 平仮 名 や 片 仮 名 、 漢 字

⑤ 正 し い表 記 で 書 く。 ※

助 詞 「は 」 「へ 」 「を 」 、 長 音 、 拗 音

促 音 、按 音

句 読 点 、 か ぎ 「」

⑥ 文 字 を丁 寧 に 書 く.※

⑦ 文 末 表 現 に気 を 付 け て 書 く。 ※

丁 寧 な 言 葉 遣 い と普 通 の 言 葉 遣 い

話 し言 葉 と書 き 言 葉

① 自分の文章
を読み返して
正しい記述に
しようとする

② 語 と語 、 文

と文 のつ な が

りや 間 違 いな

ど に注 意 す る

③ 書 い た 文 を

声 を 出 して 読

ん で み る 。

(D相 手 の こ と を考 えた り、 伝 えた い こと を

は っ き り させ た りして 書 く。

(2)書 か れ た 言 葉 や 文 章 を正 しく読 む。

(3)分 か らな か った と こ ろ を尋 ね た り、違 い

に気 付 い た り、 感 想 を言 葉 に した りす る。

(4)書 い た 言 葉 を基 に しな が ら、 や りと りを

楽 し む 。

※ 印 は 、言 語 事項 に 関 す る 内 容

④ 書 い た も の

のよ い と こ ろ

を見 付 け る。

(
中

学

年

主

題

)

適
切
な
言
葉
を
選
び

自
分
の
考
え
を
進
ん
で
伝
え
合
う

① 相手や目的に応じ、
② 大事なことは落と

③ 集めた材料にっい
書く必要のある事柄
序や軽重を考えて選

① 書 き た い こ と の 中

落 相 互 の 関係 を考 え

② 事 柄 ご と の ま と ま

を考 え る。
・ は じめ ・中 ・終

方
・ 伝 え た い事 柄 の

・ 自分 の考 え を 明

す る 。

① 書 こ う とす る こ と

せ て 書 く.

② 事 実 を 正 し く分 か

③ 事 実 を も とに 、 自

く。

④ 段 落 と 段 落 の 続 き
・ 事 柄 ご との ま と

⑤ 相 手 に 分 か りや す

⑥ 文 の構 成 を 適 切 に
・ 主 語 ・述語 、 修

⑦ 文 と文 、 段 落 と段

て 指 示 語 、接 続語 な

⑧ 相 手 が 読 み や す い

に 打 つ 。 ※

⑨ 文 末 表 現 を 工 夫 す
・ 敬 体 と常 体 現

の 書 き方

⑩ 段 落 の 初 めや 会 話

じて 改 行 す る 。 ※

(1)相 手 の こ と を考 え

が 伝 わ る よ う に書 く。

(2)相 手 の 考 え を受 け

(3)書 き 手 の 考 え に対

感 想 を 伝 え た りす る。

(4)互 い の 考 え の よ さ

め 合 い 、 伝 え 合 う こ

※ 印 は 、 言語 事 項 に 関 す
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③ どの よ うな こ と を ④ ・のよ・な場で1 ⑤ どの よ う に

【 中 学 年 】 【 高 学 年 】

団推敲 ・評価 団推敲 ・評価

必要な材料を集める ① 相 手 や 目的 ・意 図 に 応 じて 、 文 章 全 体 の

さ ず に メモ をす る。

て 、 目的 に 応 じて

か ど うか 、 また 、 順

ぶ.

絢

網

、
〆

窩
学
年
主
題

展 開 を想 定 して 、 材 料 を集 め る。

② 考えの根拠・なる材料を集め、・的や 粘
意 図 に応 じて 、 必 要 の あ る事 柄 を適 切 に

取 捨 ・選 択 ・整 理 す る。

< ,

、
ノ

)

① 読み手の立
場 に 立 っ て 読

心が伝わるように段 み 直 す 。 ① 段 落 と 文 章 全 体 と の関 係 を と らえ 、 筋 道

る 。 を立 て て 文 章 の 構 成 を考 え る 。
≒

りを 意 識 して 区 切 り1

わ,な どの展開の仕 、

自
分
の
考

②
て鵡 鍛 響 に表現できる組み立 勧

③ 目 的や 意 図 、 書 く形 式 に応 じて構 成 の 仕

軸
① 訂正記号を

耀謡 鏑
中 心 を 明 確 にす る。

ワ
え

を

方 が 変 わ る こ と を理 解 し 工夫 を 加 え る 。 ※
・ 読 み 手 の 関 心 を喚 起 す る 書 き 出 し と く

唖
ノ

確 に した り深 め た り

d 咽ノ
効
果

展 開 の 仕 方
・ 中心 文 の 置 き方

② 言 葉 の 正 し

さや 美 しさ 、

的 ・ 意 見 と事 実 の 書 き分 け方 また は 、適 切
に ・ 時 間 的 順 序 や 事 柄 の入 れ 替 え に よ る効 で あ る か ど う
伝 果的な述べ方 か に つ い て 、
え
A 気 付 く 。

9② 間違いを見 つ
の 中 心 をは っ き りさ つ け 、 分 か り ① 目的 に 応 じた 書 式 ・様 式(手 紙)や 、考

や す く直 す 。 えが明確に表現できる書き方(調 査文等)

りや す く書 く。 を選 択 す る 。

分の考えや感想を書 ② 事 象 と感 想 ・意 見 を 区別 し、 相互 の 関 係

が分 か る よ うに 書 く。 ③ 読み手の立
方 に 注 意 して 書 く。

ま りを 意 識 して 書 く

い 語 句 を使 う。 ※

して 書 く。 ※

飾 と被 修 飾 との 関 係

落 の つ な が り を考 え

どを 使 う。 ※

よ うに 句 読 点 を適 切

る 。 ※

嶺

網

③ 足りないと
ころは付け足

ヤ.

〆

③
に叢需 憲難 薯籍 静 その事象劉

④ 目的 に 応 じて 詳 し く書 い た り、簡 単 に 書

い た りす る 。

⑤ 考 え や 思 い が よ り明確 に伝 わ る 語 句 、<

事 柄 に ふ さ わ し い語 句 を選 択 す る 。 ※

⑥ 相 手 や 場 面 に応 じて 適 切 に敬 語 を 使

う 。 ※

⑦ 文 末表 現 を 工 夫 す る.※
・ 敬 体 と常 体 、 現 在 形 と過 去 形 、 断 定 と

鞠

噌

場に立って読

、 み直す.

ノ

④ 効果的な表

現になってい
る部分につい

在形と過去形 伝聞 ④ よい表現に 推測 て 、 よ さ を確

気 付 く 。 ⑧ 文 と文 、 段 落 と段 落 の 関係 を つ か み 、 的 認 す る 。

の部分など必要に応 確 に指 示 語 ・接 続 語 を使 う。 ※

⑨ 文中の語句の係り方や照応の仕方を理解
す る 。 ※ ⑤ さらに改善

できる部分に
つ い て 、 よ り

よ い も の に し

て い く 。

な が ら、 自分 の 考 え (1)相 手 の 立 場 を 考 え て 、 自分 の考 えや 思 い

が 伝 わ る よ うに 書 く。

止 め な が ら読 む 。 (2)相 手 の考 え や 思 い を し っか り受 け止 め な

し 、 質 問 を し た り 、 が ら読 む 。

(3)相 手 の考 え や 思 い に対 して 、 自分 の考 え

や書き方のよさを認 を も ち 、伝 え よ う とす る 。

と の喜 び を 知 る 。 (4)互 い の よ さ や違 い を認 め 合 った り、高 め

嶺
、

一 合 っ た りす る 。

麹軸
⑥ 優れた表現

、欝 響
網 ノ 噌 ノ

る内容 ※ 印 は 、言 語 事 項 に 関 す る 内 容
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4言 語活動例を基 にした単元の開発(1)単 元名(2)単 元 につ いて(3)5っ の意識(4)ね らい(5)学 習活動

第1学 年 第2学 年 第3学 …年

絵に言葉を入れること 伝えたいことを簡単な手紙などに書くこと(手 紙)
1手 紙を

(1) 「あの ね」(手 紙) (1>「 見 に来 てね」(手 紙) ω 「学芸会の招待状を書こう」(手紙)

(2)遊 びや放課後の生活の中で見付けたこと、 し
たことを友達に知らせる絵 と文を書く。書いた

(2>運 動会や展覧会、学芸会などの招待状を書
く。自分の活動の様子を知 らせる文章を添え、

(2)学 芸会への取 り組みの様子を知らせ、
読み手が見に来たくなる文章を書くことを

ものを見せ合い、読んで聞かせ合って友達の書
いたことを知る。

見に来て もらう人の返事をもらい、応えるこ
とで、学校行事を話題にした伝え合いをする。

知る。通信欄に行事 についての感想を相手
に書いてもらうことをとおして、伝え合い

(3)友 達 に知 らせ た い ことをは っき りさせ て、分 (3)自 分の活動を見に来てもらいたい人(家 族
をす る。

か りやす いよ うに書 く。 等)に 、 一番 伝え たい ことをは っき り させ て (3)家 の人 にどの ような ことを伝 えるのか 、

(4)読 んでくれる友達のことを考えながら、楽し
書 く。 はっ き りさせ て書 く。

く書 く。

(5)① 一番知 らせ たい こ とを絵 に描 く。

(4>招 待状を出す相手の ことを考えなが ら、書
く材料を集めて楽 しく書 く。

(4)は が き(往 復)を 用 い、ある程度 形式 を

踏 ま え、大事 な ことを落 とさず に書 く。

②その絵のことを思い出して、描いた絵に文
(5)① 行事に向けての取 り組みの様子を知 らせる

一言 日記を書きためる。
(5)① 学芸会に向けての練習の様子 を話し合

う。
を付 ける。 ②招待する手紙の書き方を知る。

③友達と交換して読み合い、一言ずつ感想を書
き合う。

(相手 、日時.場 所.内 容)

③ 一番伝 えた いこ とを決め、簡 単な組 み立 て

②招待 状 の書 き方 を学習 す る.
(日 時、場所 、内容 、お誘 いの言 葉)

④ も らっ た感想 を読 み、文 に付 け足 しを書 く。

を考え招待状を書く。 ③はがきの下書きをする。

④行事後もらった招待状の返事を読み.一 言 ④往信の欄に清書する。
日記に自分の感想を書き、行事のまとめを
す る。 ⑤ 学芸 会後 、返信 欄 を読 み、振 り返る 。

先生や身近な人などに尋ねたことをまとめること(情 報収集) 自分の疑問に思ったことなどについ

(1) 「○○小でまってるね」(情報収集) (1)「 大 き くな ったよ 」(情 報収集) (1) r教え るよ コーナ ーを作 ろう」

(2)来 年入学する1年 生に○○小の楽 しいところ (2)家 の人に自分の赤ちゃんの頃の様子を聞き,
(情報収集 ・活 用)

を知 らせるお手紙を書く。1年 間の自分の学校
生活を思い出して書く。みんなが書いた文を持
ち寄 り、入学式に校内に掲示 し,「1年 生物語」
を作る。

現在の自分の成長の様子と比べて書く。友達
同士で読み合い、一言感想を伝え合いながら、
お互いの成長を喜び合えるひとときをもつ。

(2)説 明的な文章で、友達に物事を教え、感
想 ・質問を返すことをとおして、相手や 目
的に応 じて適切な言葉を選び、分かりやす
く伝え合うことを学ぶ。

(3)友 達 に、自分の小 さな頃のできごとを分か
(3)新 入 生 に.1年 間 の学校 生活の順 序が よ く分

かる よ うに書 く。
りやす く書 く。 (3)友 達 に どのよ うな ことを教え るかが分 か

るよ うに書 く。
(4)家 の人に尋ねてきたことを、友達に分か り

(4)1年 間の思 い 出を振 り返 り、読む 人が よく分

か る よ うに頽 序 よ く書 く。
やす くま とめる。 (4)・ 相手 や 目的 に応 じて、説 明的な文 章で伝

7A,ス
.口 つ 。

(5)① これまでの主な思い出の中から、新入生に
(5>① 小さい時の写真やおもちゃを持ち寄 り、現

在の自分が成長したと思うところを話 し合

・伝え たい事柄 を収集 した り選択 した りす

る。
伝 えた いで きご とをは っき りさせ る。 う。 ・段落と段落の続き方に注意 して書き、小

②写真や絵を入れて、その時のことを文にす ②家の人に聞いてきたことをもとに、小さい
冊 子 にま とめる。

る 。 時のできごとを文に書く。 (5)① 自分が 教えた い ことをカー ドに書 き.

③お互いの作品を読み合い、分からないこと
を尋ねた り、感想 を書き合ったりする。

③お互いの作品を読み合い、分からないこと
を尋ねたり、感想を書き合ったりする。

掲示し、希望をとり相手を決める。
②教えて欲 しい相手に依頼の手紙 を書 く。
③伝えたい事柄を収集、選択し、説明的

④書き足した ものをみんなの掲示物に仕上げ ④最後のまとめの感想を書く。
な文 章 を書 く。

④ ③ を受 け、感想 ・質問 ・感謝 の気持 ち
る 。 を書 く。

観察したことを文などに表すこと 経験した事を記録文や

(1) 「こんな にな ったよ」(観 察 ・記 録) (1)「 こんな生 き物 見つ けたよ」(観 察 ・記録) (1) 「私 のニ ュース」(新 聞)

(2㌧黎 艦 瀦ぞ繍 鵬樗会話嚢躍
る。文の推厳の段階でお互い読み合ってよりよ

(2)生 活科の学習 「地域探検」の中で、虫探し
をしたことをとおして、見付けた虫をよく観
察し、紹介文 を書く。推敲の段階で友達同士

(2)自 分 の紹 介や 、小 さか った頃のエ ピソー

ド、最 近の でき ごとの 中か ら、話題 を選び,

見 出 しや 割付 に気 を付け、工 夫 した 新聞 を
い表現を目指す。 で読み合 い 、ア ドバ イス を伝 え合 う。 作 り、読 み合 う。

(3)あ げた い人 に 自分 の花 の ことが分か るよ うに

書 く。

(3)友 達に、自分のつかまえた虫について、写真
だけでは分か らないことを知らせるために言葉

(3)友 達 に 自分 の ことを知 らせる新 聞を書 く。

(4)今 まで の観察 や栽 培か ら、心 に残 った ことを
で説明 して書 く, (4)話 題 を決め、内容の中心が読み手に分か

りやす い新聞を作る.
選び 、 どんな花 なの かを楽 しく書 く。 (4)虫 を よ く観 察 し.色 ・大 き さ ・数 を表す 言

葉を使って、分かりやすく説明する文を書く。 (5)① 新 聞の作 り方 の基本 を知 る。
(5)① 観察 日記を見ながら、朝顔のお世話を振り

返 る。 (5)① 虫の何について書けばお互いによく分かる ②家族にインタビューするなど、取材をす
か を話 し合 う。 る 。

②花の様子と自分の関わ りを思い出し、朝顔 ③中心をはっきりさせて記事を書 く。
の育て方を文にする。 ② 色 ・大 きさ ・数 ・動 きを表す 言葉を使 って 、

③ プレゼン トをあげる相手のことを思い浮か
見付けた虫の紹介文を書 く。 ④見出しや割 り付けを工夫 して、新聞を完

成させる。
ぺながら袋 に文や絵を書く。 ③友達数人と読み合って、アドバイスを伝え

る 。 ⑤互いに感想を書き合う。
④友達 と文を読み合い、よい表現を認め、自 ④友達のア ドバイスをもとに文を書 き改め、

分 の文 に生か す。 町探検地図に貼る。
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(1)単元名 (2)単 元 につ いて (3)5つ の意識 (4)ね らい (5)学 習活動

第4学 年 第5学 年 第6学 年

書くこと(手 紙》 礼状や依頼状などの手紙を書くこと(手 紙)

(1)「 小 さい ころの 自分 を さがそ う」(手 紙) (1) 「農林高校○○先生へ (1)r運 動会に来てくださった来賓の方に

(2)10歳 の節 目を迎え る4年 生 。学 年の ま
米づくり体験をお願いしよう」(手紙) お礼状を書こう」(手紙》

とめとして自分の成長の記録を残 したい。 (2)総 合的な学習の時間 「米づくり」で実際に (2)地 域の 人 に運動 会の案 内状 を出す。そ して.
そのための情報収集の一つの方法 として、 田植えや稲刈りを体験 したいことを自分の言 来てくださった人へ自分たちががんばって
自分の ことをよく知る親 しい人に手紙を書
き.返 事 をもらう。

葉で手紙 に書いてお願いする。 取り組んだ様子を添えて感謝の気持ちを手紙
に書 く。

(3)農 林高校の先生に、米づ くりの学習のため
(3)自 分 は どんな子 どもだ ったか知 るた めに、

親 しい人 に手紙 を書 く。
に、田植えや稲刈りの体験学習をお願いする。 (3)来 賓の方 に、感 謝の気 持ち を伝 え るため に 、

お礼 の手紙 を書 く。
(4)・ お願 い したい こ とを整理 し、相 手 に伝わ る

(4)・ 手紙の基本的な形式(表 書き、後付けの
署名)を 踏まえて手紙を書く。

・書きた いことが伝わるように適切な言葉

よ うに言葉 を選 んで書 く。
・書式 を整え 、敬 語 を使 って書 く。

(4)・ 相 手 に感 謝の気持 ちが伝 わる よう に、心 の

こも った効 果的 な表現 を工夫す る。
・書式 を整 え、敬語 を使 って書 く。

を選び なが ら、 手紙 を書 く。 (5)① 「米づ く り」の総 合学習 をする こ とを知 る。

(5)① だれに手紙を書くかを決める。

②書きた いことがはっきりするよう構成を
考え.手 紙の下書きをする。

③友達同士で読み合い、言葉遣いに気を付

②農林高校の先生に、質問したいことや知 り
たいことを話 し合う。

③何をどんな順番で書くか考える。④季節
のあいさつの書き出しなどの手紙の書

き出し方を知る。

(5)① 来賓の方の誰にお礼状を書 くかを知る。
②来校 してくださったことへの感謝の気持ち

と、運動会でがんばったことを話し合 う。
③気持ちが伝わるように効果的に構成する。④

構成表にしたがって、下書きをする。
けて間違 いを直し、よ りよい表現にする。

④清書をする。⑤表書
き、後付の書き方を知り、手紙を完

⑤ 自分の言葉で下書きをする。⑥
自分の思いが伝わっているか読み合う。

⑦手書きで清書する。

⑤感謝の気持ちが伝わっているか、読み合う。
⑥丁寧な文字で清書する。

成 させ る。

て調べてまとめること(情報収集・活用) 自分の課題について調べてまとまった文章に表すこと(情 報収集 ・活用)

(1)「 東京の伝統工芸品を教えてあげよう」 (1) 「私の考え」(意見文) (1)r縄 文人が残 したおみやげを紹介しよう」
(情報収集 ・活用、手紙)

(2)社 会の学習との関連で伝統工芸品につい (2)新 聞 記事 を使 い 、その記 事 につ いて 、自分
(情報収集 ・活用)

て取材 し、見出しや割 り付けを考えてパン の主張を述べる。自分の主張と異なる主張を (2)説 明文単元 「三内丸山遺跡」の発展学習 と
フ レッ トを書 く。それ を友達 同士読 み合い 、

推 蔽す る。 また、 パ ンフ レ ッ トをア メ リカ

想定することにより、最終的には他者の考え
を動かそ うとするような意見文を書く。

して、社会科と関連させながら、縄文時代に
ついて調べたことをパンフレッ トにまとめ

にいる友達 に送るため、きっかけや調べた る。 パ ンフ レッ トを5年 生に渡す 。
感想等を手紙 に分かりやすく書く。 (3)同 じ記事を読んだ友達に、説得力のある自

(3)東 京の伝統工芸品について教えてあげる 分の考えを意見文 として書いて交流 し、自分 (3)5年 生に縄文時代について調べたことを伝
た め に、 アメ リカ にい る友達 にパ ンフ レッ

トを書 く。 その パ ン フレ ッ トを読 んで もら
の考 え を広 げ、深め る。 え るため に、分か りやす く楽 しいパ ンフ レッ

トを作る。
うために手紙を書く。 (4)・ 自分の考えの根拠となる材料や必要な事柄

(4)・取材活動を通 して必要な材料を集め.書 く
ために必要か考えて選ぶ。

を適切 に選ぷ 。
・事 象 と感想 、意 見 を区別 し、事 象 に裏付 け

(4)・ 縄 文時代 につ いて 調べ た ことを5年 生に紹

介 するパ ン フレッ トを作 る。
・基本的な形式を踏まえ、構成を考えて、書
きたいことの中心を押さえたパンフレット

された意 見 を書 く。 ・調 査の方 法(本 ・資料 ・イ ンターネ ッ ト)

を知る。
を書 く。 (5)① 考えの分かれそ うな(議 論にな りそ うな)

(5)①アメリカの友達に教えたい東京の伝統工芸
品を選び、取材する。

②集めた資料を基にパンフレットの構成を考

新聞記事を提示する。
② 自分の考えをもち、構成メモに書 きなが ら

自分の主張を明確にする。
③構成メモをもとに意見交流する。

(5)① 縄文時代の説明文の学習を発展させ、5年
生に分か りやすいパンフレットを作る。

② 調査の方法を知る。(図書館資料の調べ方
・インターネットからの情報の集め方等)

える。

③ パ ンフ レッ トを書 き、友 達 同士 で推 敲する 。
④意見交流をもとに、考えが変わった りした
点をとらえ、構成メモを完成させる。

③ 調べ た ことを分か りやす くパ ンフ レッ トに
ま とめる。

④手紙の書き方 を知 り、構成を考える。⑤
中心をはっきりさせて手紙 を書く。

⑥班で手紙を読み合い、感想を伝え合う。

⑤構成メモを基に意見文を書く。⑥
意見文を紹介し合う。

(図や 写真 ・見出 しの言葉 ・字 の大き さ)

④5年 生に読 んで もらい、質 問や感 想を も ら

う。

学級新聞などに表すこと 経験した事をまとまった記録や報告にすること

(1)「じゃがいものこと教えてあげよう」(記録文)
(2)総 合的な学習の時間にじゃがいもを収穫

した。来年の3年 生に自分たちの調べてき
たじゃがいものことを記録文にして渡す。

(1)
(2)

r移動教室 レボー トを書こう」(記録文)

移動教室前に決めた自分の課題に沿 って、
実際に行ってみて調べたり、集めた りした資
料をもとに、移動教室の記録文を書く。

(1)rわ た しは○○小レポーター」(報告文)
(2)学 校生活で経験 したことの中から6年 生が

来年の5年 生に引き継いでいくという目的を
もって、委員会で体験したことを自分の考え

(3)総 合的な学習の時 間で調べたことを記録 (3)移 動教 室 で体験 した こと、学 んだ こ と、さ
を入れなが ら報告文にまとめる。

文 に まとめ 、3年 生に伝 える。

(4)・ 調 べ た こ との中か ら3年 生に伝 えた い事

らに調べたことなどを課題に沿って効果的に
書き、友達 と伝え会う。

(3)現 在の4年 生に来年の委員会活動の参考 に
してもらうために、自分が活動 してきた様子
を報告文にまとめる。

柄 を選 ぷ。 (4)・ 必 要な 資料 を集 め.整 理 して 、分か りや す
・3年 生に伝わるように中心を明確 にし、
適切な言葉を選んで、記録文を書 く。

く書 く。
・全体 の構 成 を考 え、簡 単 に書 いた り、詳 し

(4)・ 伝 えた いこ とを明確 に表 現で きる組み 立て

を考 える。・記録文 を伝 え合 う。 く書 いた りす る。 ・経験 した事実を客観的に書くことができ

(5)① 自分が調べたじゃがいもの ことのメモの
中から3年 生に伝えたい事柄を選ぶ。

②構成表を作 り、段落相互の関係に気をつ

(5)① 移動教室での自分の課題を決め、学習計画
を立てる。

る。
・経験 か ら考 えた こと、得 た ことを明確 に し

て書 く。

けて記録文を書く。
③友達同士で読み合い、推厳する。④

清書 して、3年 生の個人宛てに渡 し、読

② 自分の選んだ事柄にっいて、資料を集め、
整理する。

③全体の構成を考え、構成メモを書く。

(5)① 伝えたい事柄を選択 し、組み立てを考える。

②構成表に沿って事実と考えを区別 し、相互
の関係が分かるように書く。

んでもらった後、小冊子にする。
⑤3年 生か らの質問や感想をもらい、交流 ④資料やメモをもとに、まとめ方を工夫し(小

③友達同士読み合い、相手に伝わる適切な言
葉であるかを推蔽する。

する場を設定する。 冊子等)記 録文を書 く。 ④相手が興味をもって読むような書き方の形
⑤友達と読み合い、表現のよさを見付ける。 式を工夫 して作品を仕上げる。
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Ill各 分科会の実践

1低 学年分科会

圏
(1)単 元名 「おはな し たんけんたい」(手 紙)

(2)研 究主題 と単元のかかわ り

国語科 の学習の中や地域 の図書館で、読書 を進めるための指導が行われている。そのため、

読み聞かせを楽 しみ に して、放課後、地域 の図書館 にでか ける子 も多 い。図書館で の司書の

先生 との交流 は、児童の読書意欲 を高め、読書生活 を支 えて いる。そ こで、本単元で は、 ブ

ック トークを聞いた後、 司書 の先生 に自分 の感想 を書 いて伝える ことになった。書 くことを

とお して伝 え合 う力 を育てるために、簡単な手紙 の形 を学習活動に取 り上げた。話 し言葉で

は、す ぐ受 けて返す ことが求 め られ るが、手紙 では実際 に図書館 へ本 を借 りにい くことを楽

しみに しなが らじっ くり言葉 を選ぶ ことができる。2年 生な りに自分の言葉 を考 える ことが、

言葉 に親 しみ伝え合 う子 の育成 につなが ると考 えた。

(3)学 習指導計画 の概要(6時 間扱 い)

主題 にかかわ る教師のはた らきか け

○指導事項 と基礎 ・基本 ●指導上の留意点

・司書の方か ら本の紹介 を聞 ○お話 を楽 しんで聞き、お話 の世界のた んけんを始め る

き、感想 をもつ。 ことを告げ、学習の見通 しをもつ こと。

・紹介 していただいた本や、 ○本 を見 た り、読 んだ りして感想 を書 き、お話 の世界 を

持ち寄 った本 を読む。 楽 しむ こと。 困 ③

・感想 メモ を書き発表 し合 っ ● 図書館で もっ と本 に出会 いた いとい う願 いを活 か し
、

て 、読みたい気持 ちをもつ。 司書の先生 に伝 えたい ことを話 し合わせる。 國 ①②

自分 たちが図書館 に行 く前 に ○ 司書の先 生へ 、お礼 、感想、図書館へ行 く月 日、また

伝 えた いことを話 し合 う。 お願 いした い ことや知 りた いことな どの内容の手紙 を書

司書の先生 にお手紙 を書 こう。くこと。 図 ③④ 國 ①②

・手紙にお礼 の言葉 を書 く。 ○●相手 を意識付 け、文末表現 に気を付 けさせ る。 国 ⑦

・前時に話 し合 った ことをも ○必 ず書 くこと、考え て書 くことを知 り、簡単 な組 み立

とにして手紙の続きを書 く。 てに従 って書 くこと。 國 ③

・自分の書 いた文 を発表 し合 ○ 自分の文 を読み返す こと。 団 ①

い、友達 の文 のよさに気付い ○友達 の手紙 の発表 を聞き、よい ところを見付 け、次時

た り、書 き足 した りす る。 を楽 しみに思 う気持ちをもつ こと。団 ①③④

・実際に図書館へ行 き、司書

の先生の話 を聞いた り、尋ね

た りしなが ら、読 みたい本 を

探 して読む。

○手紙 の中の聞きたい こと、知 りた い ことにつ いて こた

える司書の先生の話 を聞 くこと。

○読み たい本 を探 し読む こと、課外 にも図書館へ 来て読

書 をすすめ ること。
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(4)本 時の学習(5/6時 間)

① 目標

読んだ本の感想や今度 自分が図書館 を訪ね ることを伝えるために、司書 の先 生に手紙 を

書 くことができる。

② 展開

主な学習活動

1本 時 の学習の見通 し

をもつ。

主題にかかわる教師のはたらきかけ

○指導事項 と基礎 ・基本

○司書の先生へ 、楽 しんだお

話の ことを手紙 に書 くこと。

図 ①④

●指導上の留意点*評 価

● 前時 に話 し合 った掲示 物 を活 用

す る。

手 紙 の 続 き を 書 こ う

2読 み 聞かせ を 聞いた ○簡 単な組み立てを考え、必

時の感想 を書 く。

・図書館 へ行 くこと を伝

え る文 を書 き、楽 しみ

に思 って いる ことや お

願 い したい こ とを考 え

ず書 くことをはっき りさせる

こと。國 ③

○お話の感想を伝 えることと

楽 しみな ことや お願 いしたい

ことを書 くこと。 国 ②⑦
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3自 分で読み返 して文 ○ 手紙 をもらった人 に分か り

字 の誤 りを直 そ う とす やす く書 けたか 、考えなが ら

る。 読み直す こと。 団 ①③

4友 達の文の発表 を聞 ○手紙 を書いた相手の ことを

き、 よい ところ を見 付 思 い浮かべなが ら聞き、よい

ける。

5次 時の学習 につ いて

確認する。

表 現 を認 め合 う。 団 ④(3)

・～ が読 み た い です 。

・～ を探 した いです 。

● 文例 を示 し、 メモ を もとに書 き

進 めることを助言する。

● 自分の考 えが まとま らな い子 に

ヒン トコー ナーで個別 にア ドバイ

スをす る。

● お願 いや 聞きた い ことな どを伝

える文末表現 を示す。

*感 想や伝 えたい ことを書 くこと

ができたか。

●読み直 しの観点 を示す。

・正 しい表記、句読点な ど

● よい表現 を取 り入れ 、 自分 の文

に書 き足 しをさせる。

*読 み直 して、文字 の間違 いや 語

と語 のつなが りに注意 して文 を書

き直す ことができたか。

●手紙 を届 ける こと、 司書の 先生

とた くさん の本 に出会 いに図書館

へ行 くことを告げさせ る。
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2中 学年分科会

圏
(1)単 元名 「見つ けよ う 砧南小の40年 」(新 聞)

(2)研 究主題 と単元 の関わ り

開校40周 年 という機会を生か し、開校 当時 の学校生活 と今の学校生活 を比較 しなが ら

調べて いくことは、児童に とって新 たな発見が あ り、興味深 いもので ある。調べた ことを

学校の内外 に広 く伝えるため に、記念式典当 日に掲示できる壁新聞 という形 をとることで、

相手や 目的を意識 し、言葉に気 を付けなが ら、自分の考 えを伝え合 う力を身に付 けること

がで きると考 えた。

(3)学 習指導計画の概要(本 時6/9時)

時 主な学習活動

主題にかかわる教師のはたらきかけ

○指導事項 と基礎 ・基本 ●指導上の留意点

1

・40年 前 の給食の献立 を知 り、味わ

うことをきっか けに、単元のめあて を

つかみ学習の計画を立てる。

・発表 の方法 とテーマを考える。

○相手意識、 目的意識 を明確 にもち、学習の見通

しをもつ こと。[Zゆ ②

●開校 当時 と今の学校 の比較か ら学習課題をつか

み、多様なテーマ を考 えさせ る。

1砧 南小の40年 を見つ け噺 聞に書 し・て伝えよう1

2 ・テー マ別 に グル ー プ に し、 各 自の調

べ た い こと を決 め る。

○テーマに基づき必要な情報を探すこと。団①

3

・取 材 の具 体 的 な 方法 を考 え る。

(メ モ 、イ ン タ ビ ュー 、 手 紙 な ど)

○相手に応じた言葉の使い方を考えること。困①

●具体的な取材のや り方 を考 え、プ リン トで例を

示 し、それ を利用 して定着 させ る。

課

外

・各 自が調べた いことにつ いて、学ん

だ方法 を基 に取材 を進 める。

○大切な ことはメモ を取る こと。困 ②

○取材 した内容 を分類する こと。[罫③

4

・取材 したメモ類 を持ち寄 り、記事 の

内容 、表現形式 を考 える。

・記事 の構成表 を作成す る。

○取材 内容 を整理 しなが ら、割 り付 け と記事の構

成を考えること.匝 ゆ

●段落 の関係 を考え させる。

5 ・誰にで も分か るように、新聞記事 を

工夫 して書 く。

○ 自分 の伝えたい ことをはっき りさせなが ら記事

を書 くこと.匡 ゆ

6

本

時

・グルー プで下書き を読み合 い、 自分

の考 えをメモ に書 く。

・メモを基 に、記事を書 き直す。

○友達の記事のよいところや 、直 した方がよ いと

ころを見付けて書くこと。団①②④

○分か りやすい表現に書き直すこと。匡國 ②

7

・記事 の最終的な推敲 をす る。

・記事 の清書 をする。

○ 自分の伝えたい ことがはっき り書 けて いるか、

確かめること。匿ゆ③

8

・グルー プ ごとの新聞を仕上 げる。

・活動 を振 り返 り、編集後記 を書 く。

○読者が見やすいように仕 上げること。巨3①

○ 自分が考えた ことや感想 を書 くこと。団 ④

9

・グルー プ毎 に新聞の宣伝 をする。

・新 聞を読み合 い、各 自の考えや感想

を伝 える。

○他 のグルー プの新聞 を読み、考 えや感想 をもつ

こと.団 ④

● メ ッセ ー ジ コー ナ ー を設 け させ る。
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(4)本 時の学習

① 目標

・友達の記事 のよいところや、直 した方がよい ところを見付 けて書 くことがで きる。

・友達の考えや感想 を参考 にして、分か りやすい記事 にす る ことができ る。

②展 開

主題 にかかわる教師のはた らきか け

主な学習活動 ○指導事項 と基礎 ・基本 ●指導上の留意点*評 価

1本 時の学習のめあてを確 ○学習活動のめあてと流れを

認 す る。 しっか りとつ か む こ と。

友だちの考 えや感想を参考 にして、分か りやす い記事 にしよ う。

● 読み合うときの観点を確認 ○新 聞の読み手 を意識 して、 ●各自が選んだ記事の表現形式

す る 。 分か りやす い記事 になって い によって、観点が違 うことを知

昔の学校 グルー プ るか確認す ること。 らせ る。

昔の学習 グルー プ ・見出 しと記事の整合性 ●見 出 しと本文がずれていな い

昔の学校行事グループ ・丁寧な文字 か、調べた ことが正確 に書 けて

昔の遊びグループ ・読者 の興味関心 をひ く事実 いるかなどを考 え させる。

昔の生活 グルー プ ・文末表現

昔の町の様子グループ

2 友達 の記事 を読み、友達 ○メモ用紙に考えや感想を簡 *観 点 に基づ いて、友達 の記事

の記事 のよいところや直 し 潔 に書 く こ と。 のよい ところや直 した方がよい

た方が よいところを見付け ところを見付け られたか。

て 、 メモ に書 い て伝 え る。 ●記事を書いた友達の思いや考

○相手の気持ちを考えながら えに配慮 させる。

自分の考えや感想を伝えるこ *自 分の考 えや感想 を書 くこと

と。[塾)② ④(2)(3) が で き たか 。

3友 達 のメモ を読んで、分 ○ メモに書いた ことに対 して ● うま く伝わ らなか った ことを

か らな い こ と を聞 く。 質問をす ること。団 ③(3) 言葉 で補足 させる。

●読 み合 った ときの観点 をもう

一度 意 識 して 、 書 き 直 させ る。

4友 達の考えや感想を参考 ○友だちの考えや感想、記事 *分 か りやす く書き直せたか。

にして、自分の記事 を直す。のよいところ を参考 に しなが

ら、自分の記事 を推敲す るこ

と.匡ゆ匿②

5次 時の予告 を聞 く。 ●観 点 に沿 って 記 事 を完 成 さ

せ 、清 書 す る こ とを知 らせ る 。
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3高 学年A分 科会

圏
(1)単 元名 「幸せ さが しの旅 をしよう 一宮沢賢治の作 品や生 き方か ら一 」(意 見文)

(2)研 究主題 と単元 のかかわ り

卒業 を意識 し始 めた6年 生 のこの時期 に、宮沢賢治の童話作 品に込め られた人間や 自然 に対

する考 え方、賢治の生 き方 に触れ させる ことは、自分の生 き方 を見つめ させ るよ い機会 とな る。

互いの考えを学習の 中で交流 しなが ら、賢治 の生き方 と自分の生 きる姿勢 を対比 させ る場 をも

ち、効果的な表現 を学 んだ り、考えを広げた り、友達のよさを感 じ取った りして、児童 の心 の

中にある幸せにつ いて 自分 の考え を書 いて表現 させたい。

(3)学 習指導計画の概要(本 時6/8時 間)

主題 にかかわ る教師の働 きかけ

○指導事項 と基礎 ・基本 ●指導上の留意点

・宮沢賢治の作品や伝記か ら、考 えた こ ○●個 々に作 品名 とその作品か ら気付 いた こ

とや気 付 いた ことをス モール シー ト(自 とをスモール シー トに書 くこと。(1)

分の意見 を書 く小 さな紙)に 書き、交流 し ○スモールシー トか ら考 えを出 し合 うこと。

合 う。(4)

・学習に見通 しをもつ。 ● これか らの自分 の生き方 という目的意識 を

もたせ る。

6

本

時

・他の賢治作 品 を読み、 これか らの学習

活動に取 り入れ たいもの を見付け、情報

交換をす る。

・自分 に必要 な情報 を取捨選択 し、構成

を考 える。

・自分の考えを整理す る。

・賢治 の考 える幸せ とは何か につ いて、

考えを交流 し合 う。

・構成 をもとに宮沢賢治 の作品や生き方

か ら学んだ ことを書 く。

・自分の文章 を見直 して、書 き直 した り、

書 き進 めた りす る。

・書き直 した もの を互 いに読み合い、よ

さを見付 ける。

●15分 ×5の 活動時間で行 わせ る。

○● 各 自に気付 いた ことを根拠 を明 らかに し

て 、 ス モ ー ル シー トに書 くこ と。(][1)

○ ス モー ル シー トの中か ら書 く材 料 を選 び

団 ②、構成を考えること。國 ③

●構成 シー トを用意する。

○交流 によって友達の考 えを知 り、 自分 の考

え と比べる こと。(3)(4)

○根拠 を明 らかに し、自分の考 えを書 くこと。

塵
●読み直す ための見直 しカー ドを用意す る。

・「幸せ さが しの旅」を とお して、自分の ○友達 の文章か ら受け止めたことを、 メッセ

心の中の幸せについて考 える。 一 ジカー ドに書 いて本人に伝 えること。(3)(4)
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(4)本 時の学習(6/8時 間)

① 本時の 目標

・ 交流 によって友達 の考え方 を知 り、自分の考 え と比べようとする。

・ 構成 シー トを もとに文章を書 くことができる。

②展 開

主な学習活動

1本 時の学習 の流れ をっか

む。

主題にかかわる教師の働きかけ

○指導事項 と基礎 ・基本

○学習活動 の流れ を知 り、め あ

てをもつ こと。

●指導上の留意点*評 価

●5つ の意識 を確認 させる。

賢治の考 える幸せ をさがそ う。

2賢 治の考 えて いた幸せ に

ついて交流 し合 う。

・みんなが幸せである こと。

・みんなの幸せ を願 うこと。

・みんなが みんな を幸 せ にし

たいと願 うこと。

・自分ひ とりだけが幸せ であ

れ ばよいの で はな く、全 て

のものが幸せで あって ほ し

いと願 うこと。

・自然 の中で みんながか かわ

り合 って いる ことが分か る

こと。

3構 成 シー トをもとに文章

を書 く。

自

分

の
考

え

銀

河
鉄
道

の
夜
か
ら

の
ス
モ
ー
ル

シ
ー

ト

中

の
ま
と
め

う

れ
し

い
か
ら
幸
せ

な

ん
じ

ゃ
な

い

む
す
び

ぼ

く
自
身
が

光

る

○相 手 の考 え に対 して 自分の

考 えを もち伝 え よ うとす る こ

と。(3)

○互 いのよさや違いに気付 き、

認 め合 った り高め あった りす

ること。(4)

『銀河鉄 道の夜 』で カムパ ネル ラ

が 「本 当に いい ことを した ら、本 当

に幸せな んだね 」 と言 って いる。

本 当に いい こととは 、人 を幸 せ に

してあげ る ことだ と思 う。そ れが,

本 当の幸せな んだ と思 う。

(ス モ ー ル シー トか ら)

○ 根拠 を明 らか に して 自分 の

考 えを書 くこと。 エ2

賢 二
治
が
求
め
た
幸
せ

4次 時 の学習 について確 認

す る。

は
じ

め
「
幸

せ
」

に

つ
い

て
、

み
ん
な

に
問

い
か

け
る
。

本
当

の
幸
せ

中

一賢
治

が
感
じ

た
幸

せ

い
ち

ょ
う

の
実

か
ら

の

ス
モ
ー

ル
シ
ー
ト

あ
ら
ん

か
ぎ

り

の
輝

き

●賢 治 の作 品等 の叙述 をも

とに、幸せにつ いて前時に書

いたス モール シー トを活用

させ る。

●交 流 によ って新 た に得 た

ことを構 成 シー トに書 き加

えた り、スモール シー トを貼

り替 えた りして もよ い こと

を伝える。

*交 流で の互 いの考 えの よ

さを生か し、発言 ・構成 シー

トへの書 き加え ・スモール シ

ー トの貼 り替 えがで きたか。

●書 き終わ った子 は読 み直

した り、友達 と交換 して読み

合った りさせる。

● 読み直 しのための 「見直 し

カー ド」 を用意す る。

*構 成 シー トを も とに文 章

を書 くことがで きたか。
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4高 学年B分 科会

塵
(1)単 元名 「地球防衛隊か らのメッセージ ーか けが えのな い地球 を守ろ う一」(意 見文)

(2)研 究主題 と単元の関わ り

身近 な環境を共有 して いる相手 と、〈地球 を守るために私たちが今 、できる ことは何か〉 を

教材文 「一秒が一年 をこわす 」の読み と関連 させて 、互 いに考え合 うことを目的 とした。身近

な環境 を見つめ自分の考 えを論理的 に展 開 し、事象 と意見 を区別 して書 くことによって、根拠

に裏付 けされた説得力のある意見文が書けると考 えた。それ らの文章を読み合い伝え合 うこと

で 自分 の意見 を しっか りともつ ことができる。また、書 き出しの工夫や文末の表現、文 と文 と

のっなが りを表す接続語 を的確 に使 うことで効果的 に伝 える文章が書 けると考 えた。

(3)学 習指導計画の概 要(本 時8/9)

主題にかかわる教師の働きかけ

時 主な学習活動 ○指導事項と基礎 ・基本 ●指導上の留意点
・教材文 を読んで、題 名の意味や本文の ○著者 の主張 と、表現 の工夫に気付 くこと。

1 内容につ いて考 える。 ●環境破壊の事象と著者の意見をとらえな

が ら初発の感想を書かせる。

・感想を発表 し合い、便利な暮 らしと環 ○ 目的意識を明確にもつこと。国②③④⑤

2

境 について考え学習計画 を立てる。 ●学習 の見通 しをもたせ る。

地球防衛 隊か らのメ ッセー ジを書 こう

・教材文 を読み、そ の文章構成 と段落の ○意見 と事象の書き分けや順序に沿った述
3 要旨をつかむ。 べ方な どの効果的な構成 を知る こと。
9

匝庭)③
4 ① 科学技術の発達 と地球環境の悪化 ●ワー クシー トに書 き込みなが ら、文章の構
o ② 地球誕生と人類の誕生 成や接続語の役割 を考 えさせる。
5 ③ 人類のおごりと地球からの ●要 旨をつか ませ、見 出しを付 けさせる。

しっぺ返 し ●実生活と教材文を結び付けて考えさせる。

・地球 を守るために、私たちにで きるこ ○文章全体の展開を想定して、根拠となる材

課 とは何かを考 え、主張 の根拠 となる取材 料を集めること。団①②
外 活動を行 う。 ●体験や実験、イ ンタビューな どをさせる。

・構成 メモを書 き、 よい組み立て になる ○効果的な構成メモを作ること。図②③
6 よ うア ドバイス し合 う。 ●数人で構 成 メモを読み合い、よ り伝わ りや

す い意見の展開を互 いにア ドバイス させ る。

・教材文の筆者か ら直接お話を聞き、 自 ● 自分の考 えを もち、筆者 の考えを聞かせた
7 分の考えを見つめ直す。 り質問 させた りす る。

8 ・構成 メモを完成 させ、それ をもとに意 ○事象 とそれに対す る意見 ・感想を区別 し、

本 見文 を書 く。 接続語の使い方を工夫 して段落相互の関係

時 が分かるよ うに書 くこと。国 ②③⑦⑧(1)

・推敲 し、完成 した意見文 を相手 に送る ○訂正記号 を使 って訂正す ること。

9 準備 をす る。 ●意見文 を読み合 い、互 いの文章を推敲 させ

る.巨 ゆ ③(2)(3)(4)
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(4)本 時の学習(8/9時 間)

① 本時の 目標

・根拠 となる事象 とそれ に対する意見 ・感想 を区別 し、伝 えようとする主張 をはっき りさせ

て書 くこと。

② 展開

主題にかかわる教師のはたらきかけ

主な学習活動 ○指導事項と基礎 ・基本 ●指導上の留意点*評 価

1本 時 のめあてを 05つ の意識を確認す ること。 ● これ まで に学習 してきた ワー ク

確認し学習の見通 匝 ②③④⑤ シー トや教室に掲示 して ある学習

しをっ か む 。 ・家庭や地域の人 に、地域環境 を 計画表 を見て、本時の学習 のめあ

守るため に、身近な生活 を見つめ て と内容 をつかませ る。

て今 、私たちにできる ことは何か ●効果的に書くために構成メモを

を考え意見文に書いて伝え合うこ 使わせる。

と 。

・根拠 に裏付けされた主張 をす る *目 的 ・相手意識を明確 に もつ こ

ために、事象や考 えを区別 して書 とができたか。

く こ と 。

地球防衛隊か らのメッセー ジを書 こう

2前 時の著者 との

出会 いで、考 えた

ことにつ いて意見

○話し合い活動の中で自分の考え

をもう一度練 り直して確かなもの

にすること.E物 出 し合 う。

●一方的に意見 を発表す るのでは

な く、互 いの考え にふれて意見 を

交流 をする。
・友達の考 えにふれ 、自分の意見 *著 者 の話 を聞 い た こ とに よ っ

C:地 球 は50億 年 、

も つ の に 、 人 類 は 数

に反映する。
て、それに裏付けされた意見を付

け加えた り仲間との意見交流を根

万年で滅 びるなんて ・著者の意見 と自分の考 えの共通 拠 にした考 えをもった りす ること

も っ た い な い 。 点や相違点を とらえる。 が できたか。

C:金 星 も温暖化でお

ど う い た 。

3構 成メモ に書き
○効果的な文章を書くために、根 ●改 めて気付いた 、根拠 とな る事

加えた り、書き直 拠 となる事象や自分の主張を最終 象や自分の考えがあれば書き加え
した りす る。

確認す ること。 させ る。

C:水 のよごれにつ い

て数字で表す とわか

りやすいよ。

C:伝 える人 にどんな

ことをしてほ しいの

○ 自分の主張を明確に表現できる

組み立ての効果を考えること。回

③

●付 け加えたい ことがあった ら色

付箋 をつ け、順序 を変えたい時 は

赤線 の矢印で示させ る。

か 書 く と い い よ。

C:実 験 の 結 果 か ら、 *意 見 の交流 を生か して、考 えが

考 えたことを もう少 明確に表現できる組み立てになっ
し詳 しく書 くといい て い るか 。
よ 。

4構 成メモをもと

に、意見文 を書 く。
○効果的に書くこと。国③⑦⑧
・説得力の ある文章 にする こと。

●構 成 メモ を も とに して書 か せ

る。

5早 く書けた友達

の意見文を聞 く。

・優れた表現を自分の表現に役立

てること.[殉

*接 続 語や書 き出 し、文末の工夫

をしているか。

*起 承 転結の段落構成ができて い

る か 。
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lV書 写分科会の研究内容と実践

1研 究内容 と主題 に迫 るための基礎 ・基本

(1)研 究内容

児童の実態

・文字を書くことが好きである。

・高学年になるにつれて、自分の書く文

字に自信が もてなくなる。

・筆順、字形 などを意識 して書 く児童は

少な い。

・書くの に時間がかかる。

児童を取りまく文字環境

・パ ソコン ・ワープロ ・電子メールな ど

の普及による活字の多用

・書くための用具の多様化

・誤用、歪曲、誇張された文字

・国際化にともなう外来語の流用

・映像 メデ ィアの普及

書写分科会研究主題

( 、
}一 F

一

めざす児童像

・自分の文字に自信をもち、進んで手書きで表現する子

・文字を通して伝え合うことができる子

・学んだことを日常生活に生かせる子

書写分科会研究仮説

自分 の文 字 が好 きになり、 自信 がもてる学 習 活 動 を工 夫 すれば、

文 字 を大 切にし、進 んで書く子 が育つと考 えられる。

o
研 究 の 内 容

単元の開発 学習活動の工夫 書 くことの基礎 ・基本

課題をもたせるための工夫 用具 ・用紙の選択 正しい姿勢

・切 り抜 き文字な どの教具の ・好みに応 じて多様な用具を使用 ・音声化 「背中はピン 足はペタペ

操作(思 考) ・場や 目的に応じて用紙(画 用紙や タ お腹と背中にグーグーOK!」

・課題別の色分けシール 段ポールなど)を 選択 ・図の掲示と学習中の声かけ

日常化 ・応用 ・課題に応 じて練習用紙を選択 鉛筆や筆の持ち方

・毛筆での学習を他の用具(鉛 練習方法や場の工夫 ・ポイントの掲示と声かけ

筆、筆ペンなど)を 使って確 ・水書用紙で筆遣いに慣れる ・鉛筆回しによる意識化 と指の巧緻

か め る 。 ・課題別グループでの学習 性の向上

・既習 の漢字や 自分 の名前の 相互交流の設定 ・文字を書くときの指の機能の理解

文字から学習 した基準を見つ ・ワ ー ク シ ー トの 項 目 に よ る 振 り返 ・手とり法による指導

ける。(他 の文字への転用) り(基 準の意識化) 基本的な点画の理解

相手意識 ・目的意識 ・課題の確認 と評価の観点の意識化 ・点画の変化や特徴が分かるよう、

・手紙や招待状などを書 く活 ・よ さ の認 め合 い 、 伝 え 合 い 動かして思考できる教具の開発

動による意識化 ・体全体を使った空書き
㌧ ノ
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(2)主 題に迫る基礎的 ・基本的な力

⊂ ∋
5つの激識

楽しんで表現する

①だれに?

②なんのために?

包
③どのように?

④どのような
ことを?

⑤どのような

場で?

・ 正 しい姿勢 で書 く
。

・ 正 しい鉛筆 の持 ち方をす る
。

・ 正 しい筆 使い(送 筆 ・終筆 ・点)を する。
・ 丁寧 に書 く。

・ 正 しい姿 勢で書 く
。

・ 毛 筆を利用 して、正 しい持ち方で書 く。
・ 目的に応 じて用 具や用紙 を選択す る

。
・ 丁寧 に書 く。

・ 正しい姿勢、持ち方で書く。
・ 読み手への効果を考えて、用具や用紙を

選択する。
・ 読みやすい文字を自分で判断して書く。
・ 効率の良い書写のリズムを体得する。

・ 筆順 に従 って正 しく書 く。

点画の長短、接し方や交わり方に注意し

て書 く。

・外 形

・長短

・方向

・接 し方

心

方

中

て

り

の
立

効
醐
蕩

●

●

O

■

⇒

・ 筆順を正しく書く。
・ 文字の形を整えて書く。(筆使い・始筆 ・

送筆 ・終筆 ・、削
・ 点画の筆使いや文字の組み立て方に注意

して書く。(部分 ・部首)
・ 文字の大きさや配列に注意して書く。(文

字相互の関係 ・行の中心 ・文字の中心)

⇒

・ 文字 の形 、大 きさ(漢 字 と仮名 、漢 字 ど

う し、仮名 ど うし)、配 列(行 の中心 、

字間、行 間、行頭 、行末 、余 白)な どを

理解 して読みやす く書 く。
・ 点画 の筆使 いや 文字 の組 み立 て方 を理

解 する。
・ 字配 りよ く書 く

。

・ 読み手のことを考え、正しい文字を書

く。
・ 読み手のことを考え、丁寧に書く。
・ 自分や友達が書いた文字のよさを見つ

ける。

・ 毛筆の学習を硬筆や日常に生かす。
・ 文字言語の機能に気付く。
・ 自分の文字や友達の文字のよさに気付く。
・ 書き手の思いを考えて読む。

・ 自分の名前 を書 こう

・ 言葉集め をしよ う

・ 七夕の願 いごと

・ 絵 日記

・ 見つけたよカー ド

・ 招待状

・ おたよ り

・ ポスター

・ 名札

∵ 倉已紹涜が ド"＼ 　

学期ごとのめあて

係活動

新聞作り

招待状、礼状

・ 互 いの文字 のよさを認め
、学 び、高め合

う。
・ よ りよ い表現 を工夫 して文字 を書 く

。
・ 書き手の思 いを受け とめる。

・ 応援 メ ッセ ージを贈ろ う

・6年 生に贈 る言葉

・ 班 日記

・ ポス ター

・ 自己 紹介カー ド

・ 学 期 ごとのめ あて

・ 係 、委 員会 、クラブ活動 か らのお知 らせ
' ・ 行 事のス ローガ ン、プ ログ ラム、

・ ポスター

・ 短 歌、俳 句、詩

・ 新 聞作 り

・ 招 待状、礼状



2書 写分科会の実践

圏
(1)単 元 名 「たてなが よ こなが どっちかな」(教 材文字 「時 ・早」)

(2)研 究 主題 と単元のかかわ り

手作 りの心 を こめた招待状 には丁寧 に文字 を書 こうという意欲がわいて くる。そ して、招待

状 を送る人 に喜んで読んで もらうためには、正 しい文字 を書 く必要がある。そ こで、 「展覧会

の招待状 を書 こう」という学習 を設定 した。単元での学習 を通 して、相手 の立場 に立って書き、

喜ばれ る体験 をする ことが、 さらに文字 を進んで書 こうとす る意欲 につなが ると考 えた。その

ために以下 のような手だて を行った。

・スケール シー トの活用 … 常 にスケール シー トを使用 し、文字の形 に着 目してお手本や 自

らの文字 を確認するのに役立った。

・ワー クシー トの工夫 … 練習、まとめ、振 り返 りができ、補助線 の選択ができるワー クシ

ー トを工夫 した。

・基本的な点画の理解 ・・字形の変化が分か りやす いよ う、動かせ る教具を開発 し、児童が文

字 の形 を意識化 できるように した。 また、学習課題 をできるかぎ り絞 ることで、児童 のめあ

てを明確 にし、課題解決が しやす く、 自信につなが るよう配慮 した。学んだ ことを他 の文字

にも広 げてい くことで、 日常化 を図った。

(3)学 習指導計画の概要(6時 間扱い)

・展覧会の招待状 を書 くことを知る。

・文字 のだ いた いの形 に気 を付 けて書

く。

主題 にかかわ る教師のはた らきかけ

○指導事項 と基礎 ・基本 ●指導上の留意点

●学習の見通 しをもたせ る。

○文字の外形 を意識 し、注意 して書 くこと。

・一 文字か ら文字の部分 になる ことに ○ 「日」 の形が他の文字の部分 にな ると形が変

よる形の変化 に気付 く。「時」「早jわ る ことに気付 くこと。

●他の文字 について も形の変化 に気付かせ る。

・「木」 「土 」な どが文字 の部分 にな っ ○ 「木」 や 「土」が他 の文字 の部分 にな った っ

た ときの点画 の変 化 に気付 き、練 習す ときの点画の変化 に気付 くこと。

る。 ○ 「糸」 「竹 」 な ど他 の文 字 につ いて も調 べ、

練習 させ る。

・片仮名 の表か ら、外形 を分類 し、意 ○ 片仮名 の表 の中か ら、外 形の仲間分 け をす る

識 して書 く。 こと。

薩覧会の招待状を書こう1
・文 字 の形 を意識 して、展覧会の招 待

状 を書 く。

・もらう人が喜ぶ よ うなメ ッセー ジ を

書 く。

● 生活科の学習 と合科で扱 う。

●誰 に招待状を書 くのかをはっき りさせ る。

○ 文字の外形や部分 の形を意 識 しなが ら文字 を

書 くこと。

○ 読む人 の ことを考 えて、丁寧 に正 しい文字 を

書 くこと。
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(4)本 時の学習(2/6時 間)

① 目標

・部分の組 み合わせ方 によって文字の形が変化す ることに気付 き、進 んで学習す る ことがで

きる。

・正 しい姿勢 、鉛筆 の正 しい持 ち方で書 くことができ る。

②展 開

主な学習活動

1ウ ォー ミングア ップ

・正 しい姿勢、鉛筆 の正 しい

持ち方で運筆 を練習 をす る。

主題にかかわる教師のはたらきかけ

○指導事項と基礎 ・基本

○ 正 しい姿 勢、用 具 の持

ち方で書 くこと。

●指導上の留意点*評 価

●音声 、言語 化で確 か めさせ

る。

たてなが よ こなが どっちかな ～字 の形 に気 をつけて書 こう～

2学 習 のね らいを知 る。

① 教材文字 を試 し書 きす る。

② 「日」 の形の変化 につ いて

話 し合 う。

3練 習す る。

①筆順 の確認 をする。

②用具を選択 し、めあてに し

たがって練習する。

4学 習 したことを振 り返

る。

① まとめ書 きをす る。

② 学習の成果 を振 り返る。

5学 習のまとめをする。

・他の文字 の変化 している部

分 を見 付け、今 日学習 した こ

とをまとめる。

○ 文字 の部分 にな った と

き に形 が変化す る ことに

気付 くこと。

○ めあて を意 識 しなが ら

練習す ること。

○ 自己評価 の項 目に した

が って、 自分 の学習 の成

果や友 達の よ いと ころ を

見付けること。

○ 同 じよ うに 「日」や 「言」

が部分 にな る文字 の変化

に気付 くこと。

*正 しい姿 勢、持 ち方が で き

て いるか。

●形の変化が意識できるよ う、

教 具 を使 って実際 に文字 を動

かさせ る。

*文 字 の変化 に気 付 くことが

できたか。

●空書 きで筆順 を確かめ る。

● 自分 の好み に応 じて用具や

用紙 を選択す る。

*文 字 の変化 を意識 して練習

しているか。

*て いね い に文 字 を書 いて い

るか。

●め あて を振 り返 らせ る こと

で、評価 の観点 を意識 させ る。

●学習 した文字 だ けでな く、

他 に もある こ とを確 認 し、他

の文字 に も応用 で きるよ うに

させる。
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V研 究の成果と課題(① 成果 ・②課題)

1低 学年分科会

①書 くことの基礎的 ・基本的な力を明確 に した ことは、今後書 くことの指導 を指導者 自ら分

析する指標 とな った。 また、伝え合 う子 を目指 し、各単元を開発、実践 した ことで、児童

が楽 しく学習する中で、様々な相手や 目的、場 面で書 いて伝え合 う活動 を多 く開発 できた。

② 書 くことは楽 しいが、思 いをうまく表現できな い という児童がいる。 また、書 く間に相手

意識 ・目的意識があいまいになって しまう児童 もいるので、指導の工夫 を重ねてい く。

2中 学年分科会

① 各単元の中で、書いた ものを誰かに読んでも らう場 を常 に設定 し、相手意識を明確 に した

ことによ って児童 が導入 か ら意欲 をもち、終末 まで持続する ことがで きた。

② 書 くことの基礎 的 ・基本 的な力につ いて研究 して きたが、手紙、新 聞、記録文 だけでな く

様々な形式 における基礎的 ・基本的な力につ いて、 さらに明 らかに して いく。

3高 学年A分 科会

①相互交流の場 を設定す ることによ り、 自分の考え をもって伝える ことや、相手 の考 えを受

け止める ことを意識す るようにな った。また、その ことを書 くことに生かす ことで 、内容

に広が りや深 ま りがみ えてきた。

② よ りよい伝 え合 いをしようとす る意識をもつため に、児童 にその必然性が分か るような学

習活動を これか らさ らに計画 し、意図的 ・計画的な指導 の開発を行 ってい く。

4高 学年B分 科会

①書 くことの基礎的 ・基本的な力を付ける学習活動を とお し、児童の書き方 の幅が広が り、

意欲的に文章 を書 くことにつながった。 目的や意 図に通 じる5つ の意識 を明確 にした こと

が、価値あ る調査 ・取材活動 を生み、効果 的な表現 を工夫する上で役立った。

②効果 的な書 き方 を支える基礎的 ・基本的な力を身に付 けさせるには、様 々な学習活動を工

夫する必要がある。 どのよ うな学習活動 を行 えば、書 くことの基礎的 ・基本的な力の どの

部分が身 に付 くのか検 証を続 ける。

5書 写分科会

① 目的や相手 を意識 した ことで、正 しく整った文字 を書 こうとす る意欲 にっながった。学習

のめあて を明確 に し、教具や練習用紙 を工夫す ることで書写 力が向上 した。

② 書写学習で身に付 けた ことを、書写の時間にとどまらず、他教科や 生活の様 々な場面で ど

う生か してい くか、単元構成や学習活動の工夫が さらに必要である。

6全 体をとお した成果 と課題

①書 くことの基礎的 ・基本的な力を付 ける学習活動 をとお し、児童はどう書いた らよいか を

知 り、言葉 を大切 にし、意欲的 に書 こうとした。また、言語活動例 を基に した単元 の開発

をす る際 に、5つ の意識 を明確 にし、書 いた ものを とお して交流す る場を設 ける ことで、

認め合い、高め合 いなが ら書 くことのよさを味わ うことができた。

②書 く活動 をとお して伝え合 うため には、書き手が書 いた ものを読み、受け手が書 いて返す

部分の学習活動 についてさ らに研究 を深める必要が ある。 また、身 に付けた書 く力 を他教

科や 日常生活 に生かす姿勢 をもたせるために、今後 も単元開発 を行 っていく。
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